


「ドラゴンバスター」10円

　山奥にある牧場には、４頭の家畜が飼われていた。僕は、唯一家畜を飼うことを許されたシャム一族の末裔だ。
僕の家畜はドラゴンたちだ。ドラゴンなんて、怖くて飼えないと思うかもしれないが、こいつらけっこう可愛い。レッド、ブルー、グリーン、イエローどれも個性的な力を持っていた。
レッドドラゴンは火の息を吹く。ブルードラゴンは氷の息を吹く。グリーンドラゴンは、毒の息を吹く。イエロードラゴンは吹かない。
僕のエサの与え方が悪かったのか。何も吹けないイエローがかわいそうに思えた。

僕は竜舎に向かった。毎日、朝７時にエサを与えている。
「レッド、元気かい？」
レッドの鼻には、大きな角が生えている。
「グルルル」
「大好物の牛を持って来たよ」
「たーんとお食べ」
レッドは、しっぽをドスンドスンと音を立てた。ゴクリと牛を丸飲みした。
「ブルー、元気かい？」
ブルーの牙は、鋸状になっている。
「ガウガウ」
「大好物のマグロを持って来たよ」
「たーんとお食べ」
ブルーは、歯ぎしりをすると、噛み砕いて頭から食べた。
「グリーン、元気かい？」
グリーンの翼は、とても大きく空を飛びやすい。
「ギャオン」
「大好物のクマを持って来たよ」
「たーんとお食べ」
グリーンは、翼を縮めて、部位ごとに少しずつ食べた。
「イエロー、元気かい？」
イエローは、口が達者だった。
「いや全然」
「大好物の米を持って来たよ」
「たーんとお食べ」
ぶつぶつ言いながら、大きな口にしては少量ずつ食べた。
ドラゴンたちは、とても役に立つ。
「レッドは、火を起こすのがとても上手」
台所や、暖炉には欠かすことができない。
「ブルーは、氷を作ってくれる」
夏場の食料品の保存に有効だ。
「グリーンは、害虫や獣を追い払うのに役に立つ」
この辺りは、狼や鼠、蚊が多い。
「でもイエローは……」
「どうして、お前だけ何もないんだ」
「そう言われてもなあ」
昼３時は、外で運動する時間だ。
レッドはブルーと息の吹き合いをして楽しんでいる。息を合わせると水蒸気になるらしい。
グリーンは、ぼーっと草原を見ていた。
イエローは、食欲旺盛で僕に絡んでくる。
「ぬしさん、ご飯まだ？」
「イエロー、さっき食べたろ」
「そうだっけ」
「おいおい」

月日が流れ、全頭大きな病気もなくて、無事に成竜した。
４月１８日の競りに合わせ、会場に連れていく。
僕はドラゴンたちを、鎖で引っ張る。レッドを先頭に、ブルー、グリーン、イエローと連結していた。
「ゆっくり頼む、ゆっくり」
いざ競りが始まると、強面の男たちの大声が飛び交う。
レッド、ブルー、グリーンは、高値が着いた。僕の今までの労力が報われ嬉しくなった。
だけど、イエローだけは、一銭の値もつかなかった。
最大の原因は、何も吹けないことが、購買意欲をそそらないためだろう。
「嘘だろ。俺だけ売れねえの？」
「イエロー、ほんと親不孝だな」
「（これ以上、エサ代だけ払い続けるのも）」
イエローを牧場には、返さなかった。僕は、僕自身の名誉の為に決断した。
町にイエローを解き放つ。
「ぬしさんサンキュー、逃がしてくれるのか」
「暴れてこい」
イエローは初めての町に興奮する。
「いやっほー、最高だぜ！」
建て物は壊す。人をおもちゃのように蹴る。予想通り、人々に危害を及ぼした。
僕は、正面に回り、イエローに対峙する。
「ぬしさん、逃がしてくれたんじゃ？」
「許せよ」
僕は剣を抜く。
「ちょっと待てよ」
「さらば」
僕はイエローの首に、剣を突き立てた。僕はイエローの弱点が、首の一ヶ所だと知っていた。
「いてえよ」
ズシンッ。イエローは、息を引き取った。
僕は、イエローを卵から育ててきた。将来、個性的な力が着くのか期待しながら。結局、何も吹けなく育った。会話のできるドラゴンなんて、この時代には合わない。
僕は、イエローの幼少期から現在を振り返り、大粒の涙をこぼした。
「許せイエロー……」
僕は町の人々から感謝され、ドラゴンバスターの称号を得た。
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